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ブレインストーミングブレインストーミング

あなたは、高学歴者／有名大学の卒業生は高あなたは、高学歴者／有名大学の卒業生は高
 い収入に値すると思うか？その理由とともに、い収入に値すると思うか？その理由とともに、
 みずからの考えを述べなさい。みずからの考えを述べなさい。
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授業の構成授業の構成

1. 有名大学進学への渇望：東アジアの夢？1. 有名大学進学への渇望：東アジアの夢？

2.
 

そもそもなぜ大学へ行くのか？：その背後にある力学2.
 

そもそもなぜ大学へ行くのか？：その背後にある力学

3. 学歴社会の日中比較：その異同を考える3. 学歴社会の日中比較：その異同を考える

4. なぜ中国では教育による収入格差が是認されるのか？4. なぜ中国では教育による収入格差が是認されるのか？

5. まとめ5. まとめ
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1. 有名大学進学への渇望：
 

東アジアの夢？
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日本の事例日本の事例

http://prep.kawai-juku.ac.jp/jisseki/goukakusya.php?open= 
http://prep.kawai-juku.ac.jp/jisseki/interview.html

‡ 河合塾HP

http://prep.kawai-juku.ac.jp/jisseki/goukakusya.php?open
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台湾の事例台湾の事例
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中国の事例中国の事例
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2. そもそもなぜ大学へ行くのか？：

その背後にある力学
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図１
 

教育の機能とは何か？
 （2006年アジアバロメーター）
 

図１
 

教育の機能とは何か？
 （2006年アジアバロメーター）
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図２
 

高収入獲得手段としての教育：学歴達成別
 （2006年アジアバロメーター）

 

図２
 

高収入獲得手段としての教育：学歴達成別
 （2006年アジアバロメーター）
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3. 学歴社会の日中比較：

その異同を考える
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図３
 

日中の学歴別収入格差
 （四都市調査、SSM調査）

 

図３
 

日中の学歴別収入格差
 （四都市調査、SSM調査）
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表１
 

日本における収入決定：2005年
 (SSM調査）

 

表１
 

日本における収入決定：2005年
 (SSM調査）

 
非標準

化係数 
 

標準化

係数 
t 有意確率 

 B 標準誤差 ﾍﾞｰﾀ   

(定数) 3.14 0.09  35.14 0.00 

学歴 0.23 0.02 0.14 10.21 0.00 

性別 -0.95 0.03 -0.42 -32.97 0.00 

年齢 0.07 0.01 0.08 5.66 0.00 

園田茂人

 

『不平等国家

 

中国：自己否定した社会主義のゆくえ』

 

中公新書（2008）

 

P66、 表2-3(2)‡
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表２
 

中国における収入決定：2006年
 （四都市調査）

 

表２
 

中国における収入決定：2006年
 （四都市調査）

 
非標準

化係数 
 

標準化

係数 
t 有意確率 

 B 標準誤差 ﾍﾞｰﾀ   

(定数) 1.29 0.14  8.99 0.00 

学歴 0.53 0.02 0.38 21.44 0.00 

性別 -0.18 0.04 -0.08 -4.47 0.00 

年齢 0.12 0.03 0.07 4.03 0.00 

園田茂人

 

『不平等国家

 

中国：自己否定した社会主義のゆくえ』

 

中公新書（2008）

 

P66、 表2-3(1)‡
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図４
 

社会的不公平への意識：日中比較
 （中国四都市調査、SSM調査）

 

図４
 

社会的不公平への意識：日中比較
 （中国四都市調査、SSM調査）

園田茂人

 

『不平等国家

 

中国：自己否定した社会主義のゆくえ』

 

中公新書（2008）

 

P69、図2-6‡
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図５
 

教育・所得階層別に見た子弟への教育
 アスピレーション：日本（95年SSM調査）

 

図５
 

教育・所得階層別に見た子弟への教育
 アスピレーション：日本（95年SSM調査）

注）教育の場合、大卒以上、専門学校卒、高校卒、中卒以下の４つのカテゴリー別に、所得の場合、４分割した中でのランク別に、

 
それぞれが「子どもにはできるだけ高い教育を受けさせるのがよい」とする文言に「そう思う」「ややそう思う」と回答した％の平均

 
値を示している。(2010:89)

園田茂人/新保敦子

 

『教育は不平等を克服できるか』岩波書店

 

(2010) P89図4-12‡
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図６
 

教育・所得階層別に見た子弟への教育
 アスピレーション：中国（第一次四都市調査）
 

図６
 

教育・所得階層別に見た子弟への教育
 アスピレーション：中国（第一次四都市調査）

注）教育の場合、大卒以上、専門学校卒、高校卒、中卒以下の４つのカテゴリー別に、所得の場合、４分割した中でのランク別

 
に、それぞれが「あまったお金があった場合に何にお金を使いたいか」とする文言に「子女の教育」と回答した％の平均値を示

 
している。(2010:90)

園田茂人/新保敦子

 

『教育は不平等を克服できるか』岩波書店

 

(2010) P90図4-13‡
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図７
 

都市農村別にみた学歴構成：中国
 （2006年アジアバロメーター）

 

図７
 

都市農村別にみた学歴構成：中国
 （2006年アジアバロメーター）

園田茂人/新保敦子

 

『教育は不平等を克服できるか』岩波書店

 

(2010) P78 図4-7‡
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図８
 

エリート学生の留学への関心度
 （2008年アジア学生調査）

 

図８
 

エリート学生の留学への関心度
 （2008年アジア学生調査）
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図９
 

エリート学生の留学後の行動
 （2008年アジア学生調査）

 

図９
 

エリート学生の留学後の行動
 （2008年アジア学生調査）
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4. なぜ中国では教育による収入格差
 

が是認されるのか？
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(１) 歴史的要因(１) 歴史的要因

* 「科挙」制度の伝統：その断絶と継続

：ハイリスク・ハイリターンな「チャイナ・ドリーム」

：平等な競争という「神話」

：教育を通じた地位達成という「文化の型」

(図10)

*文化大革命による高等教育の破壊と強烈な教
 育熱の発生（図11）

*「逆差別」への反発ゆえの「過剰競争社会」の
 誕生：自己否定する社会主義
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図10
 

職業評価の際に重要な基準：日中比較
 （単位：ポイント）

 

図10
 

職業評価の際に重要な基準：日中比較
 （単位：ポイント）

注）日本のデータは1995年のＳＳＭ調査、中国のデータは1993年におけるハルピン調査の結果による。
園田茂人編

 

『東アジアの階層比較』

 

中央大学出版部

 

（2005）

 

P13 図1-2「職業評価の際に重要な基準：日中比較」

‡ 中央大学出版部
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(２) 制度的要因(２) 制度的要因

*社会主義体制から市場経済体制へ：多くの制
 度運営に潜む「不公平」

*公的教育に対する高い評価と求められる「無
 謬性」(図12)
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図12
 

都市住民の社会的公平に対する意識
 （単位：％）

 

図12
 

都市住民の社会的公平に対する意識
 （単位：％）

数値は、「大変公平だ」と「どちらかといえば公平だ」と回答した者の合計を示したもの.もともとは中国さh会科学院が実施したデータ. 
園田茂人/新保敦子

 

『教育は不平等を克服できるか』

 

岩波書店 (2010) p87 図4-11「都市住民の社会的公平に対する意識」

‡
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(３) 規範的要因(３) 規範的要因

*収入格差の肯定と「教育＝自己責任論」の強
 まり

 
(図13)

*業績主義的指標としての「学歴」：理想的な格
 差、望ましくない格差という視点（図14）



27

図14
 

中国における高収入の理想と現実
 (単位：％)

 

図14
 

中国における高収入の理想と現実
 (単位：％)

園田茂人

 

『不平等国家

 

中国：自己否定した社会主義のゆくえ』

 

中公新書

 

（2008）

 

p70 図2-7「中国における高収入の理想と現実」

‡
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5. まとめ
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*なぜ中国では教育による収入格差が是認さ
 れるのか：必要となる歴史、制度、規範への
 視点

*常識を抉る方法としての「比較」：社会学にとっ
 ての自省（reflection）の重要性

*意味ある「比較」のために：望まれる理論と実
 証のバランス
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